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市
は
、
平
成
15
年
３
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
開
始
に
向
け
て
、

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
公
募
や
福
祉
団
体
の
推
薦
で
選
ば
れ
た
市
民
で
つ
く

る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
市
民
懇
話
会
」
を
、
昨
年
８
月
か
ら
今

年
１
月
ま
で
に
６
回
開
い
て
、
春
日
市
に
ふ
さ
わ
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
次
の
と
お
り
市
の
導
入
方
針
を
決
定
し

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

その４

▽
公
共
・
公
益
施
設
を
巡
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス

既
存
バ
ス
路
線
を
補
う
た
め
に
、

市
内
各
地
と
主
な
公
共
・
公
益
施
設

を
結
び
、
可
能
な
範
囲
で
駅
や
大
規

模
小
売
店
舗
な
ど
に
も
連
絡
し
ま
す
。

▽
市
内
を
偏
り
な
く
巡
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス

市
内
の
ど
の
地
点
か
ら
も
お
お
む

ね
３
０
０
ｍ
以
内
を
目
安
に
バ
ス
停

を
設
置
で
き
る
よ
う
、
公
平
に
偏
り

な
く
路
線
を
巡
ら
せ
ま
す
。

▽
待
ち
時
間
の
少
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス乗

車
時
間
は
30
分
以
内
、
便
間
隔

は
40
分
以
内
を
目
標
に
設
定
し
ま
す
。

▽
高
齢
者
・
障
害
者
に
優
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
は
乗
降
用

補
助
ス
テ
ッ
プ
や
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト

を
設
け
ま
す
。
ま
た
、
車
内
に
は
、

車
椅
子
利
用
者
が
二
人
連
れ
で
も
利

用
で
き
る
よ
う
車
椅
子
２
台
分
の
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
ま
す
。

▽
投
資
効
果
の
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
利
便
性
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
利
用
し
や
す
い
ワ
ン
コ
イ
ン（
１

０
０
円
）
均
一
料
金
の
設
定
や
乗
り

継
ぎ
を
無
料
に
す
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
利
用
者
の
増
加
に
努
め
ま
す
。

▽
路
線
の
設
定

路
線
の
設
定
と
し
て
は
、
市
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
す
る
「
ふ
れ
あ
い
文
化
セ

ン
タ
ー
」
横
の
「
大
谷
ふ
れ
あ
い
公
園
」

を
バ
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
放
射
状
に

５
つ
の
ル
ー
プ
状
（
周
回
）
路
線
を
配

置
し
ま
す
。

■
桜
ケ
丘
線

７
・
２
㎞
（
ふ
れ
あ
い

〜
小
倉
〜
奴
国
の
丘
〜
桜
ケ
丘
〜
日
の

出
町
）

■
須
玖
線

８
・
８
㎞
（
ふ
れ
あ
い
〜

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
〜
泉
〜
須
玖
南
〜
須

玖
北
）

■
上
白
水
線

９
・
０
㎞
（
ふ
れ
あ
い

〜
上
白
水
〜
博
多
南
駅
〜
白
水
ケ
丘
〜

松
ケ
丘
）

■
平
田
台
線

８
・
８
㎞
（
ふ
れ
あ
い

〜
ち
く
し
台
〜
平
田
台
〜
塚
原
台
〜
ナ

ギ
の
木
苑
）

■
春
日
原
線

６
・
８
㎞
（
ふ
れ
あ
い

〜
宝
町
〜
春
日
駅
〜
春
日
原
駅
〜
春
日

公
園
〜
春
日
）

▽
車
種設

定
し
た
バ
ス
路
線
に
は
、
比
較

的
狭
い
生
活
道
路
が
多
い
こ
と
か
ら
、

車
体
が
小
型
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
（
全

幅
２
ｍ
、
全
長
７
ｍ
、
定
員
24
人
、

う
ち
車
椅
子
利
用
者
２
人
を
含
む
）

を
採
用
し
ま
す
。

▽
バ
ス
の
台
数

各
路
線
に
１
台
ず
つ
、
計
５
台
で

運
行
し
、
万
一
の
場
合
に
備
え
て
別

に
予
備
車
を
１
台
用
意
し
ま
す
。

▽
運
行
時
間
帯

特
に
多
く
の
利
用
者
が
予
想
さ
れ

る
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
や
市
役

所
な
ど
の
利
用
時
間
帯
に
合
わ
せ
、

運
行
時
間
帯
は
、始
発
を
午
前
９
時
、

終
発
を
午
後
６
時
と
し
ま
す
。

▽
便
間
隔

各
路
線
と
も
に
、
１
周
を
約
30
分

で
運
行
し
、
便
間
隔
は
40
分
毎
と
し

ま
す
。
ま
た
、
バ
ス
セ
ン
タ
ー
で
の

乗
り
継
ぎ
を
便
利
に
す
る
た
め
に
、

各
路
線
と
も
バ
ス
セ
ン
タ
ー
を
同
時

に
出
発
し
、
右
回
り
と
左
回
り
を
交

互
に
運
行
し
ま
す
。

▽
バ
ス
料
金

ワ
ン
コ
イ
ン
（
１
０
０
円
）
均
一

料
金
と
し
、
バ
ス
セ
ン
タ
ー
で
の
乗

り
継
ぎ
に
つ
い
て
は
無
料
と
し
ま
す
。

▽
運
行
主
体

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
、

管
理
し
て
い
く
の
は
、
民
間
の
バ
ス

事
業
者
で
す
。

行
形
態
の
概
要

運

行
主
体
と
事
業
者
選
定
方
法

運

本
的
な
考
え
方

基 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

導
入
方
針
の
概
要
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「
春
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入

市
民
懇
話
会
」
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん

に
は
、
春
日
市
に
ふ
さ
わ
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
熱
心

に
検
討
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
こ
の
よ
う
に
充
実

し
た
内
容
の
導
入
方
針
を
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

市
は
引
き
続
き
、
市
民
に
親
し
ま
れ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
現
に
向
け

努
力
し
ま
す
。

（
都
市
計
画
課
）

春日公園�社会福祉センター�

クローバープラザ�

春日市役所�

春日公園�

いきいき�
プラザ�

奴国の丘�
歴史資料館�

市民スポーツ�
センター�

ハローワーク�
福岡南�

ふれあい文化�
センター�

バス�
センター�

白
水
大
池
公
園
�

老人福祉センター�
（ナギの木苑）�

※　点線の区間は右回りと左回り�
　で交互に運行します。�

市
は
、
こ
の
事
業
の
企
画
立
案
者

と
し
て
の
立
場
か
ら
、
こ
の
事
業
が

よ
り
利
便
性
の
高
い
も
の
と
な
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

▽
バ
ス
事
業
者
の
選
定
方
法

事
業
者
は
、
複
数
の
バ
ス
事
業
者

か
ら
選
定
し
ま
す
。
そ
の
選
定
方
法

は
、
バ
ス
事
業
者
の
経
営
体
制
や
熱

意
な
ど
も
評
価
対
象
と
す
る
た
め
、

入
札
方
式
で
は
な
く
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

（
企
画
提
案
）
方
式
を
採
用
し
ま
す
。

▽
平
成
14
年
６
月
　
事
業
者
決
定

←

▽
平
成
14
年
11
月
　
道
路
運
送
法
に
基

づ
く
許
可
手
続
き
完
了

←

▽
平
成
15
年
２
月
　
バ
ス
停
な
ど
の
施

設
整
備
完
了

←

▽
平
成
15
年
３
月
　
運
行
開
始

△バスセンターになる予定の大谷ふれあい公園

行
開
始
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

運

市では、これまで「市民手づくりのコミュニティバス」をテーマと
して、導入に取り組んできました。今後も、多くの市民に親しまれ、
利用されるコミュニティバスを実現するため、さらに市民参加を継続
していきます。
愛称・デザインの市民公募

市民に愛着を感じてもらえるコミュニティバスとするため、８月か
ら９月にかけてバスの愛称と車体デザインを市民から募集します。

「コミュニティバスモニター懇話会」の設置
コミュニティバス導入後は、改善のための公聴組織「（仮称）春日市

コミュニティバスモニター懇話会」を編成することとします。

市民
参加
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住民基本台帳ネットワークシステムとは
全国の市町村と国や都道府県を専用の情報通信網で結んで、住民票に関する事務を簡素化し、皆さんの利便性の
向上を図ろうとするものです。
もちろん、個人情報の保護については、制度面や技術面などのあらゆる点に厳重に対応していきます。

平成14年８月から順次、これまで住
民票の写しの添付を義務付けていた申
請や届出の一部については、住民票の
写しを添付する必要がなくなります。

こんなことができるようになります

住民基本台帳カードって何？
住民基本台帳カードは平成15年８月から希望者に

交付されます。また、このＩＣカードは原則として、
写真付きで、身分証明書にもなります。

平成15年８月から、住民基本台帳カ
ードや免許証を提示すれば、全国どこ
の市区町村役場でも住民票の写しがと
れるようになります。

平成15年８月から住民基本台帳カー
ドを提示すれば、転入、転出手続きの
際に市区町村役場の窓口に行くのが一
回で済むようになります。

住民基本台帳ネットワークシステムを運営するため、平成14
年８月ごろに、市民の皆さん全員に住民票コードを通知します。
個人情報ですので、慎重な取り扱いをお願いします。
※ 住民票コードは無作為の番号です。希望すれば変更すること
もできます。
また、住民票コードが民間部門で利用されることはありません。

問い合わせ先 市民課受付戸籍担当
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/tetuzuki/koseki/index.html
※　地方自治情報センターのホームページもご覧ください。
http://www.lasdec.nippon-net.ne.jp/rpo/juki-net_top.htm

住民基本台帳�
ネットワークシステムでひらく�
ＩＴ社会�

住民基本台帳ネッ
トワークシステムが
平成14年８月５日
から全国一斉にスタ
ートします。

道
路
交
通
や
通
信
、
年
金
、
保
険
な
ど
、
国
が
行
う

業
務
に
対
し
て
の
要
望
や
苦
情
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
相
談
し
た
く
て
も
「
直
接
、
窓
口
で
は
言
い

に
く
い
」、「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
ら
な
い
」

と
い
う
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

そ
ん
な
と
き
、
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
て
く
れ

る
の
が
行
政
相
談
で
す
。

行
政
相
談
と
は

皆
さ
ん
の
苦
情
や
要
望
を
聞
い
て
、
公
正
・
中
立
な

立
場
で
国
の
機
関
に
改
善
を
申
し
入
れ
、
問
題
解
決
を

図
る
の
が
総
務
省
の
行
政
相
談
で
す
。

行
政
相
談
委
員
と
は

行
政
相
談
の
最
も
身
近
な
窓
口
と
な
る
の
が
行
政
相

談
委
員
で
す
。

市
内
に
は
、
総
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た
二
人
の
行

政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▽
中
嶋

な
か
し
ま

惠
子

け

い

こ

さ
ん
（
若
葉
台
東
）

1(

501)

１
０
３
５
（
5
兼
用
）

▽
仲
里

な
か
ざ
と

昇
の
ぼ
る

さ
ん
（
若
葉
台
西
）

1(

591)

２
７
７
９
（
5
兼
用
）

相
談
の
方
法
は

相
談
は
、
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
常
時
、
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
で
臨
時
相
談
所
を
開
設
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
も
ち
ろ
ん
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

（
情
報
政
策
課
広
報
担
当
）

国
の
行
政
に
つ
い
て
の
相
談

行
政
相
談
委
員
に
お
ま
か
せ
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市は、「活気と安らぎの“春日・生活

都心”」づくりの指針となる、「中心市

街地活性化基本計画」を作りました。

中心市街地とは、春日市役所と春日

公園、春日原商店街、春日原東町商店

街などを含めた西鉄春日原駅とＪＲ春

日駅近隣地域の87.５ヘクタールの区域

のことです。

この区域でバランスのとれた都市機

能をもたせながら、道路や路線の整備

などの施設面と商業活性化イベントな

どの支援を進め、市民や春日を訪れた

人が誇りや愛着を感じる「まちづくり」

を目指します。

今後10年間は、この計画に沿って、

活性化に向けて取り組んでいきます。

中心市街地活性化のための主な事業
●コミュニティバス事業

●(仮)龍神池水際整備事業

●西鉄天神大牟田線連続立体交差事業

●西鉄春日原駅周辺地区まちづくり事

業など

●空き店舗活用事業

●商店街活性化イベント事業など

※ この計画書は市役所２階情報公開

コーナーか市民図書館で見ることが

できます。

（地域づくり課）

筑
紫
野
警
察
署
協
議
会
活
動
報
告

筑
紫
野
警
察
署
長
か
ら
諮
問
を
受
け
て
「
住
民
の
身

近
な
犯
罪
の
予
防
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
筑
紫
野

警
察
署
協
議
会
は
、
こ
の
春
、
同
署
長
に
答
申
を
行
い

ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、
警
察
業
務
に
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ

る
た
め
昨
年
６
月
に
発
足
し
た
も
の
で
、
筑
紫
地
区
４

市
１
町
の
住
民
代
表
15
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
答
申
内
容
は
、

１

防
犯
意
識
の
高
揚
と
啓
発
活
動
の
促
進

２

多
発
時
間
帯
、
場
所
に
お
け
る
取
締
り
の
強
化

３

車
両
検
問
な
ど
に
よ
る
盗
犯
捜
査
の
徹
底

の
３
点
で
す
。

こ
れ
を
受
け
て
署
長
は
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

に
合
わ
せ
て
署
員
約
80
人
を
動
員
。
盗
難
多
発
地
区
で

の
張
込
み
捜
査
や
集
団
警
ら
・
車
両
検
問
を
行
う
ク
ラ

イ
ム
ハ
ン
タ
ー(

犯
罪
一
掃
）
作
戦
を
展
開
。
自
転
車

盗
難
や
無
免
許
運
転

な
ど
84
件
を
検
挙
す

る
な
ど
の
成
果
を
上

げ
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、
今

後
も
「
住
民
の
た
め

の
住
民
と
と
も
に
あ

る
警
察
署
」
を
目
指

す
筑
紫
野
警
察
署
に

対
し
、
積
極
的
な
提

言
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
筑
紫
野
警
察
署
協
議
会
）

住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
て

△「クライムハンター作戦」
に出動する筑紫野署員

△春日市中心市街地図
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今
年
４
月
に
精
神
障
害
者
の
た
め
の
窓
口
が
、
県
か
ら
市
に
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
保
健
所
で
行
っ
て
い
た
精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
発
行
や

通
院
医
療
費
の
手
続
き
を
市
高
齢
障
害
課
で
受
け
付
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

精
神
障
害
者
に
つ
い
て
は
、「
精
神
病
」
と
し
て
病
気
の
治
療
を
行
う
た
め
の

医
療
制
度
は
あ
り
ま
し
た
が
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
７
年
に
法
律
を
改
正
し
、
ほ
か
の
身
体
障
害
者
や
知
的
障
害
者

と
同
様
に
、
障
害
者
手
帳
を
発
行
し
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
身
近
で
利
用
頻
度
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
市
が
窓
口
と
な
る

の
が
望
ま
し
い
と
の
判
断
か
ら
、
今
回
さ
ら
に
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

市
は
、
今
後
、
精
神
障
害
者
や
そ
の
家
族
の
相
談
に
応
じ
た
り
、
社
会
復
帰
の

た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▽
ア
ル
コ
ー
ル
保
健
福
祉
相
談

ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
依
存
症
な
ど

の
問
題
を
抱
え
る
本
人
や
家
族
を
対

象
に
精
神
科
医
師
や
保
健
師
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

1(

513)

５
５
８
５

精
神
保
健
セ
ン
タ
ー

心
の
悩
み
や
、
家
庭
、
職
場
で
の
人

間
関
係
の
悩
み
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物

依
存
、
老
人
性
痴
ほ
う
に
つ
い
て
の
心

配
ご
と
に
精
神
科
医
師
、心
理
判
定
員
、

保
健
師
が
応
じ
ま
す
。

1(

582)

７
４
０
０

精
神
障
害
者
が
利
用
で
き
る
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

掃
除
や
洗
濯
、
買
い
物
な
ど
の
家

事
援
助
の
た
め
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

を
派
遣
し
ま
す
。

▽
春
日
市
福
祉
手
当
、
介
護
手
当

在
宅
の
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級

の
精
神
障
害
者
や
そ
の
障
害
者
を
介

護
し
て
い
る
家
族
に
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
制
限
な
ど
が
あ
り

大
切
な
人
と
死
別
し
た
り
、
職
場
で

望
ま
な
い
人
事
異
動
が
あ
っ
た
り
、
ま

た
、
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
り
し
た
場
合
な
ど
に
、
人
間
は
大
き

な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
ま
す
。
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
た
ま
ま
で
い
る
と
、
気
分
が

重
く
な
っ
た
り
、
不
安
感
に
お
そ
わ
れ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
状
態
が
長
く
続
く
と
、
う
つ

病
や
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
な
ど
の
精
神
疾
患
に

陥
る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
精
神
疾
患
は
だ
れ
で
も
か
か
る
可

能
性
が
あ
る
病
気
と
い
え
る
の
で
す
。

し
か
し
、
早
い
時
期
に
専
門
家
に
相

談
し
、
適
切
な
治
療
を
受
け
れ
ば
治
療

効
果
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
悩
み
が
あ
る

と
き
は
、
気
軽
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

相
談
機
関

市
高
齢
障
害
課

保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
家
庭

訪
問
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

1(

584)

１
１
１
１

筑
紫
保
健
所

▽
精
神
保
健
福
祉
相
談

も
の
忘
れ
や
不
眠
、
不
安
な
ど
の

相
談
に
精
神
科
医
師
や
保
健
師
が
応

じ
ま
す
。

▽
思
春
期
精
神
保
健
福
祉
相
談

子
ど
も
の
不
登
校
や
校
内
暴
力
、

無
関
心
な
ど
の
相
談
に
思
春
期
専
門

医
師
や
保
健
師
が
応
じ
ま
す
。

ま
す
。

○
春
日
市
福
祉
手
当
　
月
額
８，

０

０
０
円

○
春
日
市
障
害
者
介
護
手
当
　
月
額

７，

０
０
０
円

▽
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付

精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
障
害

者
に
対
し
て
、
タ
ク
シ
ー
の
基
本
料

金
を
助
成
す
る
利
用
券
を
月
に
４
枚

交
付
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

筑
紫
地
区
に
は
、
精
神
障
害
者
の
自

立
と
社
会
参
加
を
す
す
め
る
た
め
の
団

体
と
し
て
「
つ
く
し
ク
ロ
ー
バ
ー
会
」、

「
五
筑
会
」
が
あ
り
ま
す
。

「
つ
く
し
ク
ロ
ー
バ
ー
会
」

精
神
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を

進
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
障
害
者
本
人
と
そ
の
家
族
、

そ
し
て
趣
旨
に
賛
同
す
る
一
般
市
民
が

参
加
し
て
い
ま
す
。

精
神
障
害
者
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

す
た
め
の
啓
発
活
動
を
行
い
、
障
害
者

が
地
域
で
自
立
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

1(

585)

４
８
１
０(

5
兼
用)

「
五
筑
会
」

精
神
障
害
者
を
抱
え
る
家
族
や
障
害

者
本
人
の
相
互
支
援
や
相
互
扶
助
を
目

的
と
す
る
筑
紫
地
域
精
神
障
害
者
家
族

会
で
す
。

ス
ト
レ
ス
が
多
い
現
代
社
会

相
談
を
お
受
け
し
ま
す

今
後
、
精
神
障
害
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
精
神

科
医
に
よ
る
病
気
の
し
く
み
や

治
療
法
な
ど
に
つ
い
て
連
載
し

て
い
く
予
定
で
す
。

(

高
齢
障
害
課)

家
族
に
し
か
分
か
ら
な
い
悩
み
を
話

し
合
っ
た
り
、
必
要
な
情
報
を
交
換
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

1(

592)

３
９
４
２(

5
兼
用)

「
み
ぎ
わ
工
房
」

五
筑
会
が
運
営
す
る
精
神
障
害
者
の

た
め
の
小
規
模
作
業
所
で
す
。
現
在
24

人
が
通
い
、
就
労
や
生
活
の
訓
練
、
仲

間
づ
く
り
や
地
域
と
の
交
流
な
ど
の
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

1(

592)

３
９
４
２(

5
兼
用)

ご
利
用
く
だ
さ
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

精
神
障
害
者
の
た
め
の
会

u
軽
作
業
を
通
じ
て
社
会
復
帰
を

目
指
し
て
い
ま
す



�

ト
ピ
ッ
ク
ス

7



人
工
肛
門
、
人
工
ぼ
う
こ
う
を
つ
け

て
い
る
人
を
対
象
に
し
た
健
康
教
室
で

す
。
入
場
は
無
料
で
、
個
人
指
導
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

日
時

６
月
29
日
G

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
８
階
第
３

和
室
（
原
町
３
―
１
―
７
）

相
談
員

江
口

え

ぐ

ち

忍
し
の
ぶ

さ
ん
（
武
雄
市
民

病
院
　
ス
ト
ー
マ
療
養
士
）

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
分
会
　
尾
針

お

ば

り

忠た
だ

之ゆ
き1(

592)

８
７
５
７

福
岡
徳
洲
会
病
院
の
医
師
な
ど
に
よ

る
、
わ
か
り
や
す
く
、
た
め
に
な
る
健

康
教
室
で
す
。
予
約
は
不
要
で
、
だ
れ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
６
月
21
日
F

「
高
気
圧
酸
素
治
療
」

松
田

ま

つ

だ

司
つ
か
さ

さ
ん(

臨
床
工
学
科
技
師
長)

▽
６
月
28
日
F

「
胃
と
腸
の
話
し
」

仲
道

な
か
み
ち

孝
次

こ

う

じ

さ
ん(

消
化
器
内
科
医
長)

時
間

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

福
岡
徳
洲
会
病
院
セ
ン
タ
ー
６

階
講
堂
（
須
玖
北
４
―
５
）

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
徳
洲
会
病
院
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

1(

573)

６
６
２
２

「
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
の
手
入
れ
」
に
つ

い
て
、
歯
科
衛
生
士
が
指
導
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

６
月
26
日
D

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

対
象

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳
、

子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ
（
持
っ
て

い
る
人
）

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

「
歩
こ
う
マ
ッ
プ
」
を
ご
存
知
で
す

か
。
こ
れ
は
、
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
続
け
て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

30
分
歩
く
ご
と
に
、
マ
ッ
プ
の
中
の

マ
ス
目
を
塗
り
つ
ぶ
し
て
い
き
、
全
て

の
マ
ス
目
を
塗
り
つ
ぶ
し
ゴ
ー
ル
す
る

と
、認
定
証
と
記
念
品
が
も
ら
え
ま
す
。

４
月
は
１
７
４
人
も
の
人
が
ゴ
ー
ル

し
ま
し
た
。

「
歩
こ
う
マ
ッ
プ
」
は
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
、
市
役
所
市
民
課
、
各
地
区
公
民

館
、
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
、

ふ
れ
あ
い
文

化
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
置
い

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も

「
歩
こ
う
マ
ッ

プ
」
で
、
楽

し
く
運
動
を

続
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
管
理
栄
養

士
が
栄
養
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
生

活
習
慣
病
な
ど
が
気
に
な
る
人
は
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
す
。

日
時

６
月
27
日
E

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

申
込
方
法

事
前
に
予
約
す
る

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

お
知
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弥
生
時
代
の
始
ま
り

作
技
術
が
伝
わ
っ
て
き
た

は
る
か
昔
（
縄
文

じ
ょ
う
も
ん

時
代

じ

だ

い

）、
日
本
に

住
ん
で
い
た
人
た
ち
は
、
狩か

り
を
し

た
り
木
の
実
な
ど
を
採
っ
た
り
な
が

ら
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
、

海
を
わ
た
っ
て
稲
作

い
な
さ
く

の
技
術
が
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。
今
か
ら
２
千
年
以
上

も
前
の
こ
と
で
す
。

稲
作
が
始
ま
る
と
人
々
の
生
活
は

大
き
く
変
わ
り
、
一
つ
の
場
所
に
長

く
住
み
つ
づ

け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、

弥
生

や

よ

い

時
代

じ

だ

い

が

始
ま
り
ま
し

た
。ラ

か
ら
ク
ニ
へ

弥
生
時
代
の
初
め
の
こ
ろ
は
、
人

々
は
ム
ラ
ご
と
に
生
活
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
し
だ
い
に
ま
と
め
ら
れ
、

や
が
て
各
地
に
小
さ
な
ク
ニ
が
で
き

ま
し
た
。

中
国
の
古
い
書
物
『
漢
書

か
ん
じ
ょ

』
地
理

ち

り

志し

に
よ
る
と
、「
倭わ

」
と
呼
ば
れ
て

い
た
そ
の
こ
ろ
の
日
本
に
は
、
１
０

０
以
上
の
ク
ニ
が
あ
っ
た
、
と
書
い

て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
紀
元
前
１

世
紀
ご
ろ
の
北
部
九
州
の
こ
と
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ム 稲

き
な
力
を
も
っ
て
い
た
奴
国

さ
ら
に
時
代
が
た
つ
と
、
大
き
な

力
を
も
っ
た
ク
ニ
が
現
れ
始
め
ま
す
。

「
奴
国
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。

中
国
の
古
い
書
物
『
後
漢
書

ご
か
ん
じ
ょ

』
な

ど
に
は
、
奴
国
が
後
漢
の
皇
帝
か
ら

金
印
を
も
ら
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。

金
印
は
、
中
国
で
も
あ
ま
り
例
が

な
い
ほ
ど
貴
重
な
も
の
で
す
。
奴
国

が
、
い
か
に

大
き
な
力
を

持
っ
た
ク
ニ

で
あ
っ
た
か

が
想
像
が
で

き
ま
す
。

国
は
ど
こ
に

奴
国
の
あ
っ
た
場
所
は
、
古
く
か

ら
福
岡
平
野
一
帯
に
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち

が
住
ん
で
い
る
春
日
市
が
、
奴
国
の

中
心
地
（
王
都
）
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
最
近
の
発
掘
調
査
で
も
、

そ
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。

※

今
回
か
ら
始
ま
っ
た
、「
奴
国

王
都
物
語
」。
市
内
の
遺
跡
や
金

印
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
な
が

ら
、
当
時
、
日
本
の
最
先
端
の
技

術
と
文
化
を
誇
っ
て
い
た
奴
国
に

つ
い
て
の
興
味
深
い
お
話
を
連
載

し
ま
す
。（

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
）

奴 大

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の
健
康
教
室

健
康
教
室

楽
し
く
運
動
し
ま
し
ょ
う

「
歩
こ
う
マ
ッ
プ
」

健
康
・
保
健�

歯
み
が
き
教
室

栄
養
相
談
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

1
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生
涯
学
習
や
完
全
学
校
週
５
日
制
対

応
、
県
の
青
少
年
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運
動

な
ど
を
進
め
る
た
め
、
地
域
で
の
活
動

推
進
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
助
言
、
指

導
す
る
地
域
活
動
指
導
員
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
人
員

１
人

応
募
資
格

社
会
教
育
主
事
の
資
格
を

も
つ
人
か
生
涯
学
習
や
地
域
活

動
の
指
導
経
験
者
で
、
即
戦
力

と
し
て
活
動
で
き
る
人

勤
務
条
件

▽
勤
務
　
週
５
日
（
土
日
勤
務
あ
り
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※

午
後
０
時
30
分
〜
９
時
な
ど
の
勤

務
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、
有
給
休
暇

も
あ
り
ま
す
。

▽
報
酬
　
月
額
18
万
１，

４
０
０
円

※

社
会
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
な

お
、交
通
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

雇
用
期
間

７
月
１
日
B
〜
平
成
15
年

３
月
31
日
B
（
９
か
月
間
）

応
募
方
法

６
月
21
日
F
ま
で
に
市
販

の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
業
務
に
対
す
る
自
己
推
薦

文
書
を
添
え
て
直
接
提
出
す
る

か
郵
送
す
る

選
考
方
法

書
類
審
査
と
面
接

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

(

〒
816
―
０
８
３
１
大
谷
６
―
24

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
内)

1(

575)

４
１
２
１

10
万
本
を
超
え
る
あ
じ
さ
い
の
花
に

囲
ま
れ
て
、
日
々
の
疲
れ
を
い
や
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

期
間

６
月
16
日
A
〜
７
月
７
日
A

内
容

▽
あ
じ
さ
い
の
切
花
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
九く

千
部

せ

ん

ぶ

観
光
リ
フ
ト
の
山
頂
駅
で
平
日

30
本
、
日
曜
80
本
）

▽
あ
じ
さ
い
ス
ケ
ッ
チ
大
会

▽
あ
じ
さ
い
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
（
入
選

者
に
賞
品
）

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
な
か

が
わ
（
那
珂
川
町
五
ケ
山

ご

か

や

ま

６
４

８
）

1(

953)

３
０
３
０

文
化
協
会
に
加
盟
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
サ
ー
ク
ル
や
団
体
が
、
１
年
間
の

成
果
を
披
露
し
ま
す
。

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
芸
能
発
表

日
時

７
月
７
日
A

午
後
１
時
〜

（
開
場
　
午
後
０
時
30
分
）

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

ス
プ
リ
ン
グ
ホ
ー
ル(

大
谷

６
―
24)

内
容

▽
コ
ー
ラ
ス
団
体
合
唱

▽
伊
藤

い

と

う

京
子

き
ょ
う
こ

ピ
ア
ノ
演
奏

入
場
料

８
０
０
円(

全
席
自
由)

※

入
場
券
は
生
涯
団
体
連
絡
室
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

○
作
品
展
示

日
程

７
月
６
日
G
〜
７
日
A

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

ギ
ャ
ラ
リ
ー

内
容

文
化
協
会
会
員
に
よ
る
作
品

の
展
示

問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
団
体
連
絡

室(

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

内)1(

575)

０
７
６
８

弥
生
時
代
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
た
土

器
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
、
親
子
で
の
参
加
も

大
歓
迎
で
す
。

期
日

▽
７
月
21
日
A

土
器
作
り

▽
８
月
17
日
G

泥
窯か

ま

作
り

▽
８
月
18
日
A

窯
出
し

時
間

午
前
９
時
〜
正
午

場
所

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
（
岡
本
　

３
―
57
）

対
象

小
学
生
以
上
の
人

※

小
学
３
年
生
以
下
の
人
は
、
保

護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

定
員

35
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

６
月
21
日
F
以
降
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
連
絡
先
を
伝
え
る

※

自
分
で
作
っ
た
土
器
を
持
ち
込
ん

で
、一
緒
に
焼
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

1(

501)

１
１
４
４

5(

573)

１
０
７
７

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

児
童
セ
ン
タ
ー

幼
児
か
ら
中
高
生
ま
で
、
だ
れ
で

も
自
由
に
遊
べ
る
施
設
で
す
。
ま
た
、

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
中
の

人
た
ち
の
憩
い
の
場
で
も
あ
り
ま

す
。市

内
に
３
か
所
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
児
童
セ
ン
タ
ー
で
い
ろ
い
ろ
な
遊

び
が
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
近
く
の
児
童
セ
ン
タ
ー
を

の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

休
館
日

毎
週
月
曜
日
、
毎
月
第
３

火
曜
日
、
祝
日
、
12
月
29
日

〜
１
月
３
日

▽
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー

須
玖
南
１
―
91

1(

573)

２
４
３
１

▽
光
町
児
童
セ
ン
タ
ー

光
町
２
―
１
８
０
―
４

1(

501)

７
０
１
４

▽
毛
勝
児
童
セ
ン
タ
ー

大
土
居
１
―
38

1(

581)

５
６
１
４

4

地
域
活
動
指
導
員
募
集

募
　
集�

あ
じ
さ
い
ま
つ
り

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
な
か
が
わ

イ
ベ
ン
ト�

春
日
市
文
化
協
会
第
十
回
芸
術
祭

「
響
け
心
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

土
器
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

土
器
作
り
体
験
教
室



t

ま
つ
の
ぶ
え
り

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

h
ig
h
e
r
lo
ve

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

み
か
ん

t

も
も
か

ペ
ン
ネ
ー
ム

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

ユ
カ
☆

ペ
ン
ネ
ー
ム

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
と
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
に
よ
る
弁
護
士
の
無
料
法

律
相
談
で
す
。

日
時

６
月
27
日
E
、
７
月
11
日
E

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
１
階
相

談
室
（
筑
紫
野
市
二
日
市
中
央

５
―
14
―
７
）

定
員

各
５
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

６
月
20
日
B
午
前
８
時
30

分
以
降
に
電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局

筑
紫
支
局

1(

922)

２
８
８
１

※

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
は
、
人
権

擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談
を
毎
週

水
・
金
曜
日
に
、
法
務
局
職
員
に
よ

る
人
権
相
談
を
毎
日（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

学
校
完
全
週
５
日
制
に
よ
る
ゆ
と
り

の
時
間
を
活
用
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が

心
身
と
も
に
伸
び
伸
び
と
学
ぶ
楽
し
さ

を
共
有
し
合
え
る
場
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象

▽
講
師

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
学
ぶ
楽

し
さ
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
る

高
校
生
以
上
の
人(

将
来
教
育

者
を
目
指
し
て
い
る
人
大
歓
迎)

▽
塾
生
　
小
学
４
年
生
〜
中
学
生

日
時

毎
月
第
４
土
曜
日

正
午
〜
午
後
４
時

※
　
開
塾
は
６
月
30
日
A
で
す
。

会
場

ぽ
れ
ぽ
れ
館
（
春
日
１
―
38
）

内
容

国
語
、
算
数
、
数
学
、
理
科
、

社
会
、
英
語
、
囲
碁
、
将
棋
、

ギ
タ
ー

※

学
校
の
成
績
向
上
を
目
的
と
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

６
月
21
日
F
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
春
日
　
成
田

な

り

た

、
花
田

は

な

だ

1(

572)

８
７
４
０(

5
兼
用)

Ｅ
メ
ー
ル

kn
et

―ksg
@

csf.n
e.jp

夏
の
夕
暮
れ
に
涼
し
い
部
屋
で
古
代

の
ロ
マ
ン
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

第
１
回
「
日
本
列
島
に
あ
ら
わ
れ
た
最

初
の
人
々
」

日
時

７
月
５
日
F

午
後
７
時
〜
９
時

講
師

吉
留

よ
し
ど
め

秀
敏

ひ
で
と
し

さ
ん
（
福
岡
市
教

育
委
員
会
）

第
２
回
「
骨
か
ら
日
本
人
の
起
源
を
考

え
る
」

日
時

７
月
12
日
F

午
後
７
時
〜
９
時

講
師

中
橋
孝
博

な
か
は
し
た
か
ひ
ろ

さ
ん
（
九
州
大
学

教
授
）

場
所

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
研
修
室

(

岡
本
３
―
57)

定
員

１
０
０
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

1(

501)

１
１
４
４

自
分
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、

公
開
す
る
ま
で
の
実
践
講
座
で
す
。

日
程

７
月
22
日
B
〜
26
日
F

時
間

午
後
１
時
〜
５
時

会
場

那
珂
川
町
商
工
会
館
（
那
珂
川

町
西
隈
１
７
７
―
１
）

対
象

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

受
講
料

１
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含

む
）

※

納
入
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て

は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

６
月
17
日
B
〜
７
月
12
日

F
ま
で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
地
区
商

工
会
職
業
訓
練
会

1(

581)

３
５
５
７

5(

581)

３
５
５
８

昼
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
に
参
加

で
き
な
い
人
の
た
め
の
夜
間
講
座
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
は
あ
っ
て
も

機
会
が
な
か
っ
た
人
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
程
　
７
月
17
日
D
・
24
日
D
・
31
日

D
、
８
月
７
日
D
・
28
日
D
・

31
日
G
、
９
月
４
日
D

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

※

８
月
31
日
G
の
み
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
30
分
で
す
。

会
場

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
昇
町
３

―
１
０
１
）

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

参
加
費

２
０
０
円
（
活
動
保
険
料
）

申
込
方
法

７
月
12
日
F
ま
で
に
電
話

か
直
接
窓
口
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

か
す
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

1(

501)

１
１
３
６

お
知
ら
せ

10

2002.  6. 15 市報かすが

無
料
法
律
相
談

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

相
　
談�

学
び
合
い
塾

講
師
・
塾
生
募
集

講
　
座�

夜
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

受
講
生
募
集

歴
史
講
座

日
本
人
の
起
源
を
さ
ぐ
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
応
用
講
習
会

筑
紫
地
区
商
工
会
職
業
訓
練
会



お
知
ら
せ

11

夜
間
、
帰
宅
途
中
の
女
性
を
狙
っ
た

痴
漢
や
ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
被
害
が
増

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
定
の
女
性
を

執
よ
う
に
追
い
回
し
、
嫌
が
ら
せ
を
す

る
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
も
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
被
害
に
あ
わ
な

い
た
め
の
護
身
術
指
導
と
学
習
、
女
性

の
た
め
の
相
談
窓
口
の
紹
介
を
行
い
ま

す
。参

加
は
無
料
で
、
参
加
者
に
は
防
犯

ブ
ザ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日
時

７
月
16
日
C

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場
所

市
役
所
大
会
議
室

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

講
師

筑
紫
野
警
察
署
員

申
込
方
法

７
月
５
日
F(

必
着)

ま
で

に
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ハ
ガ

キ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り

課(

〒
816
―
８
５
０
１
春
日
市

役
所
）

5(

584)

１
１
５
３

Ｅ
メ
ー
ル

tiiki@
city.kasu

g
a.fu
ku
o
ka.jp

夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
に
親
子
で

「
陶
芸
」
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

あ
な
た
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

日
程

▽
粘
土
で
型
づ
く
り
　
７
月
27
日
G

午
前
10
時
〜
正
午

▽
焼
く
　
８
月
18
日
A

午
後
１
時
〜
３
時

▽
窯か

ま

出
し
　
８
月
25
日
A

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
陶
芸

室
（
大
谷
６
―
24
）

講
師

春
日
高
陶
会

対
象

小
学
生
と
そ
の
親

定
員

親
子
12
組
24
人

参
加
費

１
組
１，

０
０
０
円

申
込
方
法

６
月
17
日
B
〜
７
月
15
日

B
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

1(

575)

４
１
２
１

イ
ヌ
や
ネ
コ
と
楽
し
く
暮
ら
す
た
め

に
気
を
つ
け
る
こ
と
や
、
人
と
イ
ヌ
・

ネ
コ
の
共
通
感
染
症
に
つ
い
て
の
講
演

会
で
す
。

申
し
込
み
は
不
要
で
、
参
加
は
無
料

で
す
。

日
時

７
月
７
日
A

午
後
１
時
〜
４
時

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

みてみてきいて�

シュークリーム

ある日帰宅すると、大き
な｢シュークリーム｣の箱が
裏口に置いてあった。知人
にスイカとカボチャの苗を
分けてあげたので、そのお
礼かなと思い、電話したけ
れど不在。贈り主不明では
食べられずイライラ。
しかし、夕方、案の定そ

の知人から電話がかかって
きた。｢あんなにたくさん、
すみまっせん｣
さっそく、妻とクリーム

いっぱいの超大型｢シューク
リーム｣をほお張った。すご
く美味かった。
しかし｢シュークリーム｣

が置いてあった理由は予想
と違っていた。
一昨年、我が家の庭から

移植した晩白抽
ば ん ぺ い ゆ

が実を結ん
だとのこと。その喜びが10
個もの｢シュークリーム｣に
なったというわけである。
しかし、２人暮らしの我

が家には、“お早目にお召し
上がりください”の言葉通
りにはいかず、娘家族や兄
夫婦におすそ分けした。
歳はとっても食い気はお

う盛。食べ物を貰
もら

うのは、
今でも子どものころのよう
にうれしいもの。長生きで
きるか分からないが、先の
ことは先のこと。元気を出
してもう一息がんばろう。

田舎の老亭主ペンネーム

女
性
の
た
め
の
護
身
術

ス
ト
ー
カ
ー
・
痴
漢
対
策
講
座

イ
ヌ
・
ネ
コ
飼
い
方
講
演
会

講
　
演�

場
所

ク
ロ
バ
ー
プ
ラ
ザ
小
ホ
ー
ル

(

原
町
３
―
１
―
７)

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
獣
医
師
会

1(

751)

４
７
４
９

も
の
や
お
金
を
大
切
に
す
る
子
ど
も

た
ち
を
育
て
る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
不
要
で
、
参
加
は
無
料

で
す
。

日
時

７
月
２
日
C

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

※

託
児(

無
料)

を
行
い
ま
す
。
希
望

者
は
６
月
24
日
B
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所

市
役
所
大
会
議
室

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

林
田

は
や
し
だ

ス
マ
さ
ん

(

金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー)

パ
ネ
リ
ス
ト

▽
横
山
正
幸

よ
こ
や
ま
ま
さ
ゆ
き

さ
ん(

福
岡
教
育
大
学
教

授)

▽
水
上
雅
義

み
ず
か
み
ま
さ
よ
し

さ
ん(

大
谷
小
学
校
教
諭)

▽
船
津

ふ

な

つ

佳
江

よ

し

え

さ
ん(

金
融
広
報
ア
ド
バ

イ
ザ
ー)

▽
古
賀

こ

が

素
子

も

と

こ

さ
ん(

金
融
学
習
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
金
融

広
報
委
員
会
事
務
局

1(

725)

５
５
１
８

昭
和
44
年
に
「
戦
い
す
ん
で
日
が
暮

れ
て
」
で
直
木
賞
を
受
賞
し
、
今
な
お

現
役
で
活
躍
す
る
作
家
佐
藤
愛
子
さ

ん
。
日
本
中
の
女
性
を
元
気
に
す
る
彼

女
の
秘
話
を
、
聞
き
に
来
ま
せ
ん
か
。

日
時

７
月
５
日
F

午
後
７
時
〜

（
開
場
　
午
後
６
時
30
分
）

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ス
プ

リ
ン
グ
ホ
ー
ル(

大
谷
６
―
24)

演
題

な
ん
で
こ
う
な
っ
た
、
そ
し
て

ど
う
な
る

入
場
料

２，

０
０
０
円
（
当
日
３，

０
０
０
円
）

※

入
場
券
は
、
同
セ
ン
タ
ー
受
付
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
文
化
講
演
会

実
行
委
員
会
　
大
津

お

お

つ

1(

501)

２
８
６
２

金
銭
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

佐
藤

さ

と

う

愛
子

あ

い

こ

「
文
化
講
演
会
」

「
家
庭
の
日
」親
子
ふ
れ
あ
い
事
業

陶
芸
教
室

　ハガキに題名、住所、氏名、電話番
号を書いて送ってください。とく名や
ペンネームも可。�
　なお、編集の都合で、原文を要約し
たり、表現を変えたりすることがあります。�
あて先　〒８１６－８５０１春日市役所　　
　　　広報担当「エッセイ」係�
※　掲載された人には図書券（500
　円分）を進呈します。�



川
崎
病
の
子
ど
も
を
も
つ
親
の
会
に

よ
る
講
演
会
で
す
。
終
了
後
に
医
療
相

談
会
も
行
い
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
、
だ
れ
で
も
参
加
で

き
、
予
約
も
不
要
で
す
。
保
育
室
も
あ

り
ま
す
。

日
時

６
月
23
日
A

午
後
１
時
30
分
〜

会
場

福
岡
市
女
性
セ
ン
タ
ー
ア
ミ
カ

ス
（
福
岡
市
南
区
高
宮
３
―
３

―
１
）

問
い
合
わ
せ
先

川
崎
病
の
子
ど
も
を

も
つ
親
の
会
　
梅
野

う

め

の

1(

581)
１
８
６
９

企
業
に
お
け
る
男
女
労
働
者
間
の
格

差
解
消
を
目
指
す
積
極
的
な
取
り
組
み

（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
）
に
つ
い

て
の
講
演
会
で
す
。

日
時

６
月
28
日
F

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場

博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル
（
福

岡
市
博
多
区
吉
塚
本
町
13
―
55
）

講
師
・
演
題

▽
玄
田

げ

ん

だ

有ゆ
う

史じ

さ
ん
（
東
京
大
学
社
会
科

学
研
究
所
助
教
授
）

「M
o
re

モ

ア

A
ctio
n

ア
ク
シ
ョ
ンM

o
re

モ

ア

W
o
m
an

ウ

ー

マ

ン

」

▽
春
木

は

る

き

節せ
つ

子こ

さ
ん(

松
下
電
器
産
業
!

労
政
グ
ル
ー
プ
均
等
雇
用
担

当
部
長)

「
イ
コ
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

実
現
に
向
け
て
」

定
員

２
０
０
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

※

就
学
前
の
子
ど
も
を
対
象
に
託
児

（
無
料
）
を
行
い
ま
す
。
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
新
雇
用
開

発
課

1(

643)

３
５
８
６

平
日
の
み
だ
っ
た
パ
ス
ポ
ー
ト
の
受

取
が
、
日
曜
日
に
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
金
曜
日
の
時
間

延
長
が
な
く
な
り
ま
す
。

時
間

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
４
時
30

分

※

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
月
〜
金
曜
日
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
パ
ス
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー(

ア
ク
ロ
ス
福
岡
３
階
）

1(

725)

９
０
０
１

お
知
ら
せ

12

2002.  6. 15 市報かすが

t

深
晴

シ
ン
セ
イ

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

神
崎
こ
ー
や

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

水
た
ま

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

明
華

ペ
ン
ネ
ー
ム

　ハガキに縦書き、白黒で濃いめに
はっきりと描いて、表に住所、氏名、
電話番号を書いて送ってください。
ぺンネームも可｡�
　著作権の都合上、作品はオリジナ
ルのものに限ります。�
あて先　〒816―8501 春日市役
所広報担当「みてみてきいて」係�
※　掲載された人には図書券(５００
　円分)を進呈します。�

パ
ス
ポ
ー
ト

日
曜
日
に
も
受
け
取
れ
ま
す

カ
ロ
リ
ー
が
少
な
く
、
食
欲
が
進
む

中
華
風
ピ
リ
辛
キ
ュ
ウ
リ
の
和
え
も
の

を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

材
料(

４
人
分)

キ
ュ
ウ
リ
　
１
・
５
本
（
１
５
０
ｇ
）

塩
　
小
さ
じ

キ
ク
ラ
ゲ
　
２
ｇ
（
２
枚
）

ニ
ン
ジ
ン
　
20
ｇ

セ
ロ
リ
　
　
本

調
味
料

豆
板
醤

と
う
ば
ん
じ
ゃ
ん

小
さ
じ

し
ょ
う
ゆ
　
大
さ
じ
１

酢
　
小
さ
じ
２

砂
糖
　
小
さ
じ

ご
ま
油
　
小
さ
じ

ネ
ギ
　
３
㎝

シ
ョ
ウ
ガ
　
５
ｇ

作
り
方

①

キ
ュ
ウ
リ
は
板
ず
り
し
て
縦
半
分

に
切
り
、
細
か
い
包
丁
目
を
入
れ

（
蛇
腹
切
り
し
）、
一
口
大
に
切
る
。

②

キ
ク
ラ
ゲ
は
、
水
で
戻
し
熱
湯
に

さ
っ
と
通
し
て
、せ
ん
切
り
に
す
る
。

③

ニ
ン
ジ
ン
は
皮
を
む
き
、
薄
く
半

月
切
り
に
す
る
。

④

セ
ロ
リ
は
、
茎
の
部
分
の
み
斜
め

薄
切
り
に
す
る
。

⑤

ネ
ギ
、
シ
ョ
ウ
ガ
は
み
じ
ん
切
り

に
し
、
調
味
料
と
合
わ
せ
る
。
①
〜

④
を
１
／
３
の
量
の
調
味
料
で
和
え

て
器
に
盛
り
、
食
べ
る
直
前
に
せ
ん

切
り
に
し
た
セ
ロ
リ
の
葉
を
飾
り
、

残
り
の
調
味
料
を
か
け
る
。

一
人
分
熱
量

27
㌔
カ
ロ
リ
ー

(

春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会)

キ
ュ
ウ
リ
の
豆
板
醤

と
う
ば
ん
じ
ゃ
ん

和
え

今
月
の
健
康
料
理

1
3

そ
の
他�

1
3

2
3

1
2

1
3

男
女
雇
用
機
会
均
等
推
進
セ
ミ
ナ
ー

21
世
紀
川
崎
病

全
国
講
演
キ
ャ
ラ
バ
ン
in
福
岡

u光　町地区　７月２日C→７月１日B

u小倉東地区　７月３日D→７月５日F

u宝　町地区　７月４日E→７月８日B

時間 午後７時～９時

会場 いずれも地区公民館

問い合わせ先 行政管理課

出前トーク「市長と語る」
日程が変わります



お
知
ら
せ

13

市
は
介
護
保
険
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
に「
春
日
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会
」

を
設
置
し
、
介
護
保
険
事
業
計
画
の
進

行
状
況
や
介
護
保
険
に
関
す
る
重
要
な

事
項
を
調
査
審
議
し
て
い
ま
す
。

こ
の
協
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時

６
月
28
日
F

午
後
２
時
〜
４
時

場
所

市
役
所
４
０
５
会
議
室

定
員

20
人
程
度(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

６
月
20
日
E
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

介
護
保
険
課

介
護
保
険
担
当

農
業
委
員
会
と
は
、
適
正
な
農
地
行

政
を
行
う
た
め
の
行
政
委
員
会
で
す
。

農
業
や
農
業
者
の
一
般
的
利
益
を
代
表

す
る
機
関
と
し
て
、
法
律
に
基
づ
き
、

市
町
村
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
委
員
を
選
出
す
る
た
め
の
一
般

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
立
候
補
者
が
定
数
を
超
え

な
い
と
き
は
、投
票
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

投
票
で
き
る
人

市
内
に
住
所
が
あ
り

昭
和
57
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

１

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作
の

業
務
を
営
ん
で
い
る
人

２

１
の
人
の
同
居
の
親
族
か
そ
の
配

偶
者
で
年
間
約
60
日
以
上
耕
作
に
従

事
し
て
い
る
人

３

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作
の

業
務
を
営
ん
で
い
る
農
業
生
産
法
人

の
組
合
員
か
社
員
で
年
間
約
60
日
以

上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時

６
月
18
日
C

午
前
10
時
〜

場
所

市
役
所
４
０
５
会
議
室

立
候
補
届
出
書
類
の
事
前
審
査

日
時

６
月
25
日
C

午
前
９
時
〜

場
所

市
役
所
４
０
５
会
議
室

告
示
日

６
月
30
日
A

立
候
補
届
出
受
付

日
時

６
月
30
日
A

午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時

場
所

市
役
所
４
０
６
会
議
室

投
票
日

７
月
７
日
A

投
票
時
間

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

投
票
場
所

市
役
所
４
０
７
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先

選
挙
管
理
委
員
会

６
月
中
旬
に
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
世
帯
あ
て
に
、
今
年
度
の

納
税
通
知
書
を
送
り
ま
し
た
。
お
手
元

に
届
き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

税
率
や
計
算
方
法
は
、
前
年
と
変
わ

り
ま
せ
ん
。

納
税
義
務
者
は
？

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
は

世
帯
主
で
す
。
世
帯
主
が
国
保
に
加
入

し
て
い
な
く
て
も
、
世
帯
に
国
保
の
加

入
者
が
い
れ
ば
、
世
帯
主
が
納
税
義
務

者
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、

届
け
出
に
よ
り
、
国
保
加
入
者
を
納
税

義
務
者
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
の
計
算
は
？

国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
給
付
費

分
と
介
護
納
付
金
分
の
合
算
額
に
な
り

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

一
般
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

春
日
市
農
業
委
員
会
委
員

国
民
健
康
保
険
税

納
税
通
知
書
は
届
き
ま
し
た
か

インターネット利用者はご用心
覚えのない電話料金請求

小
型
電
気
製
品

今
回
は
、
小
型
電
気
製
品(

ド
ラ

イ
ヤ
ー
、
扇
風
機
、
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、

電
気
か
み
そ
り
、
ト
ー
ス
タ
ー
な

ど)

の
出
し
方
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

注
意

▽
小
型
電
気
製

品
は
、
指
定

袋
「
陶
器
・

金
属
類
」
入

れ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
指
定
袋
に
入

ら
な
い
大
き

さ
の
も
の
や
、
重
量
が
５
kg
を
超

え
る
も
の
は
出
せ
ま
せ
ん
。
粗
大

ゴ
ミ
と
し
て
、
市
に
収
集
（
有
料
）

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

ゴ
ミ
を
出
す
日

毎
月
、
第
２
回
目

の
指
定
さ
れ
た
曜
日
の
午
後

10
時
ま
で
に
出
す

出
す
場
所

地
域
で
決
め
ら
れ
た
路

上
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
不
燃
物

置
場

※

冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機
、

テ
レ
ビ
の
４
品
目
は
、
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
に
基
づ
き
、
有
料
で
販

売
店
な
ど
に
引
き
取
っ
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

（
環
境
対
策
課
）

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

介
護
保
険
運
営
協
議
会

インターネット接続中に、ソフトをダウンロードしたりボタンをクリックしたり

すると、ダイヤルＱ２や国際電話につながり、それ以降、インターネットを利用す

るたび自動的にこれらに接続されてしまうことがあります。

その後、法外な料金の支払い請求が届いて大慌てする例が少なくありません。

これを防ぐためにも、画面に出た注意書きや説明などはよく読むようにしましょ

う。

また、インターネットに接続後は、アクセスポイントの設定が自分で設定したも

のから変わっていないか確認することも防止策の一つです。

電話会社やプロバイダーから、利用した

覚えのない料金請求を受けた場合は、早め

に相談窓口へ相談しましょう。

春日市消費者相談窓口

日時 毎週月・木曜日(祝日の場合は翌日)

午前10時～午後３時

場所 市役所２階市民相談室

1(584)１１１１

ま
す
。
介
護
納
付
金
分
は
、
40
歳
以
上

65
歳
未
満
の
国
保
加
入
者
（
第
２
号
被

保
険
者
）
が
い
る
世
帯
に
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
送
り
し
た
納
税
通
知
書
に
そ
れ
ぞ

れ
の
計
算
方
法
を
詳
し
く
説
明
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
国
保
年
金
課
国
保
担
当
）
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今
年
度
の
成
人
検
診
を
、
７
月
か
ら

平
成
15
年
６
月
ま
で
、
１
年
間
か
け
て

実
施
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
市
の
検
診
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
人
、
ま
た
は
39
歳
以
上
の
人
に

は
、
６
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
検

診
チ
ケ
ッ
ト
を
送
付
し
ま
す
。
自
分
の

誕
生
月
に
あ
わ
せ
て
受
診
す
る
と
受
け

忘
れ
が
な
く
て
便
利
で
す
。

な
お
、
集
団
検
診
は
予
約
制
で
す
。

検
診
チ
ケ
ッ
ト
に
付
い
て
い
る
往
復
ハ

ガ
キ
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

市
内
に
住
む
20
歳
（
結
核
検
診

は
16
歳
）
以
上
で
、
職
場
や
学

校
な
ど
で
検
診
が
受
け
ら
れ
な

い
人

※

チ
ケ
ッ
ト
が
送
っ
て
こ
な
か
っ
た

人
も
受
診
で
き
ま
す
。

健
康
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

検
診
項
目

①
基
本
健
康
診
査

②
が
ん
検
診(

胃
、
大
腸
、
子
宮
、
肺
、

乳)

③
結
核
検
診

④
い
き
い
き
ド
ッ
ク
（
①
か
ら
③
を
一

度
に
行
う
半
日
ド
ッ
ク
）

⑤
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

⑥
歯
科
健
診

今
年
度
か
ら
新
た
に
次
の
検
査
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▽
肝
炎
検
査
（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
）

今
年
か
ら
平
成
18
年
度
ま
で
の
５

年
間
の
み
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
検
査

は
、
一
生
に
一
度
だ
け
受
診
す
れ
ば

よ
い
も
の
で
す
。

対
象
は
、
受
診
日
現
在
で
節
目
年

齢
（
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・

70
歳
）
の
人
で
す
。
こ
の
機
会
に
受

診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
の
検
査
は
集
団
検
診
の

ほ
か
、
病
院
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

▽
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

乳
房
の
Ｘ
線
検
査
で
す
。
乳
が
ん

検
診
の
追
加
項
目
で
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
の
み
の
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
は
、50
〜
70
歳
の
女
性
で
す
。

集
団
検
診
の
み
で
受
診
で
き
、
２

年
に
１
度
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▽
エ
コ
ー
（
腹
部
超
音
波
検
査
）

ド
ッ
ク
・
基
本
検
診
の
集
団
検
診

の
み
の
追
加
項
目
で
す
。
事
前
の
予

約
が
必
要
で
す
の
で
、
検
診
予
約
ハ

ガ
キ
を
送
る
と
き
に
エ
コ
ー
検
診
の

欄
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

肝
臓
の
病
気
で
死
亡
す
る
人
の
大
半

は
肝
臓
が
ん
で
す
。
西
日
本
は
肝
臓
が

ん
に
よ
る
死
亡
率
が
高
く
、
特
に
福
岡

県
は
平
成
12
年
の
肝
臓
が
ん
死
亡
率
が
、

全
国
で
３
位
と
非
常
に
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

以
前
は
肝
臓
が
ん
と
い
う
と
、
飲
酒

が
原
因
の
も
の
が
多
い
と
思
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
最
近
、
実
は
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
関
係
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
肝
臓
が
ん
を
予
防
す
る
た

め
、
春
日
市
で
は
、
７
月
か
ら
市
の
検

診
で
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
検

査(

血
液
検
査)

を
始
め
る
こ
と
に
し
た

も
の
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
と
は
？

▽
Ｂ
型
肝
炎

血
液
や
性
行
為
を
通
し
て
感
染
し
ま

す
。
し
か
し
、
成
人
の
場
合
は
感
染
し

て
も
一
般
に
「
慢
性
化
」
す
る
こ
と
は

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
慢
性
化
す
る
の

は
母
子
感
染
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
現

在
は
妊
娠
中
に
検
査
が
実
施
さ
れ
、
感

染
し
て
い
る
と
わ
か
れ
ば
、
子
へ
の
感

染
も
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▽
Ｃ
型
肝
炎

血
液
を
通
し
て
感
染
し
ま
す
。
し
か

し
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
Ｂ
型
に
比

べ
る
と
感
染
力
が
弱
い
の
で
、
性
行
為

に
よ
る
感
染
や
母
子
感
染
は
ま
れ
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
輸
血
や

血
液
製
剤
に
よ
る
感
染
が
主
な
原
因
で

し
た
が
、
現
在
で
は
輸
血
時
に
製
品
検

査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
安
全
性

が
向
上
し
て
き
て
い
ま
す
。

Ｃ
型
肝
炎
感
染
を
放
置
す
る
と
、
ど
う

な
る
の
？

感
染
し
て
も
自
覚
症
状
の
な
い
場
合

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
感
染
し
た
こ
と
に

本
人
が
気
付
か
な
い
う
ち
に
、
感
染
源

を
体
内
に
持
っ
て
い
る
状
態
（
キ
ャ
リ

ア
）
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
放
置
し
て

お
く
と
、
お
よ
そ
８
割
の
人
が
「
慢
性

肝
炎
」
に
移
行
し
ま
す
。
さ
ら
に
20
年

か
ら
30
年
の
経
過
を
経
て
、
一
部
の
人

は
「
肝
硬
変
」
や
「
肝
臓
が
ん
」
へ
と

進
行
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

「
肝
臓
が
ん
」
の
約
８
割
は
Ｃ
型
肝

炎
か
ら
移
行
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
Ｃ
型
肝
炎
は
、
早
期

発
見
、
早
期
治
療
が
何
よ
り
も
大
切
な

の
で
す
。

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
の
検
査
は
？

血
液
検
査(

抗
体
検
査)

を
行
い
ま
す
。

現
在
は
輸
血
・
出
産
な
ど
に
よ
る
新
た

な
感
染
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
今
ま

で
に
感
染
し
た
か
否
か
を
確
認
す
れ
ば

よ
く
、
生
涯
で
１
回
だ
け
検
査
す
れ
ば

よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
Ｃ

型
肝
炎
検
査
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
治
療
は
？

感
染
が
確
認
さ
れ
た
ら
、
総
合
的
に

肝
臓
の
治
療
が
で
き
る
専
門
病
院
を
受

診
し
、
治
療
し
ま
し
ょ
う
。
早
期
に
発

見
で
き
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
や

抗
ウ
イ
ル
ス
剤
な
ど
を
使
っ
て
そ
の
進

行
を
遅
ら
せ
た
り
、
ウ
イ
ル
ス
を
排
除

し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
も
あ

り
ま
す
。
医
療
技
術
の
進
歩
に
伴
い
、

治
療
法
も
今
後
ま
す
ま
す
向
上
し
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
切
な
の
は
定
期
的
な
治
療
を
受
け

な
が
ら
、「
慢
性
肝
炎
」→

「
肝
硬
変
」

→

「
肝
臓
が
ん
」
へ
の
進
行
を
抑
え
、

遅
ら
せ
て
い
く
こ
と
で
す
。

ま
た
、
感
染
者
は
、
①
か
み
そ
り
や

歯
ブ
ラ
シ
の
共
用
を
避
け
る
②
性
生
活

で
は
コ
ン
ド
ー
ム
を
正
し
く
使
用
す
る

③
自
分
の
血
液
や
分
泌
物
は
自
分
で
処

理(

始
末)

す
る
な
ど
、
他
人
へ
の
感
染

を
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
れ
ら
に
気
を
付
け
れ
ば
、
日
常
生

活
で
感
染
す
る
こ
と
は
、
ま
ず
あ
り
ま

せ
ん
。
家
族
や
周
囲
の
人
は
、
肝
炎
に

対
す
る
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
偏
見
を

持
っ
た
り
過
剰
な
不
安
を
あ
お
っ
た
り

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
。

健
康
課
保
健
指
導
担
当
　
寺
田

て

ら

だ

貴
代

き

よ

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
・
・
・
・�

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
検
査
が
始
ま
り
ま
す

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

年
に
１
度
は
健
康
診
断

成
人
検
診
を
行
い
ま
す
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こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
日
の
午
前

３
時
過
ぎ
、
よ
う
や
く
カ
メ
ル
ー
ン
代

表
チ
ー
ム
が
キ
ャ
ン
プ
地
の
大
分
県
中

津
江
村
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
夜
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
村
民
は
大
歓
迎
。
な
ん

だ
か
う
れ
し
く
な
り
ま
す
▼
と
こ
ろ
で
、

印
刷
が
大
幅
に
遅
れ
、
15
万
枚
の
入
場

券
が
ま
だ
日
本
に
届
い
て
い
ま
せ
ん
。

ま
だ
チ
ケ
ッ
ト
が
届
か
ず
、
や
き
も
き

し
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
▼
福
岡
に
は
博
多
時
間
が
あ
り

ま
す
が
、
国
に
よ
っ
て
は
１
〜
２
週
間

遅
れ
は
あ
た
り
ま
え
の
国
も
あ
る
よ
う

で
す
。
こ
れ
は
、
そ
の
民
族
が
だ
ら
し

な
い
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
彼
等
の
生

活
リ
ズ
ム
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。
こ

れ
も
国
際
化
な
の
で
し
ょ
う
か
▼
こ
の

市
報
が
配
布
さ
れ
る
こ
ろ
に
は
、
我
が

日
本
代
表
は
３
戦
全
勝
で
予
選
を
突
破

し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
は
日
本

代
表
を
徹
底
的
に
支
持
し
ま
す
し
、
断

固
勝
利
を
信
じ
て
い
ま
す
▼
病
気
で
惜

し
く
も
代
表
か
ら
外
れ
た
高
原
選
手
が

「
笛
が
鳴
っ
て
も
ゴ
ー
ル
を
あ
き
ら
め

な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

試
合
終
了
の
笛
が
鳴
っ
て
も
、
そ
の
笛

が
鳴
り
終
わ
る
ま
で
は
絶
対
に
ゴ
ー
ル

を
あ
き
ら
め
な
い
と
い
う
決
意
で
す
▼

サ
ッ
カ
ー
を
良
く
知
ら
な
い
人
で
も
日

本
チ
ー
ム
は
応
援
で
き
る
は
ず
。
最
後

ま
で
、
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

が
ん
ば
れ
、
日
本
。

が
ん
ば
れ
、
日
本
代
表
チ
ー
ム

家庭児童相談
u毎週月～金曜日u8時30分～17時
u市役所こども未来課家庭児童相談
室u�(584)1111

小・中学生のための悩み電話相談
u毎週月･水･金曜日u8時30分～17
時uヤングテレホン�(584)1140

子ども・家庭電話相談
u年末年始を除く毎日u9時～17時
30分u県看護等研究研修センターu
�(733)8400

子どもの人権１１０番（電話相談）
u毎週土曜日u12時30分～3時30分
u天神弁護士センターu�(752)
1331

特設人権相談(月1回)
u7月2日(火)･8月6日(火)u10～15時
u市役所2階市民相談室u�(584)
1111

人権相談
u月～金曜日u8時30分～17時u福
岡法務局筑紫支局u�(922)2881

夫や恋人からの暴力、セクハラの相談
u月～木曜日u10～17時uちくし女
性ホットラインu�(513)7335

女性のための総合相談
u月曜日を除く毎日u受付9時30分～
15時30分uあすばる相談室（県クロ
ーバープラザ内）u�(584)1266

性犯罪などの電話相談
u月～金曜日u8時30分～17時15分
u福岡県警ミズ・リリーフ・ライン
�(632)7830

シルバー110番
u月曜日を除く毎日u9～16時▽県ク
ローバープラザ内u�(584)3344

痴ほう相談
u6月21日(金)･7月19日(金)u14時～
18時uかすがの郷在宅介護支援セン
ターu�(595)8188

福岡県障害者１１０番
u月曜日を除く毎日u9～16時▽県ク
ローバープラザ内u�(584)0039
5(584)3354

聴覚障害者のためのFAX悩み相談
u月～金曜日9～18時・土曜日9～13
時u福岡いのちの電話u5 (721)
4343

春日市消費生活相談
u毎週月・木曜日u10～15時u市役
所２階市民相談室u�(584)1111

福岡県消費生活相談
u月～金曜日u9～17時u消費生活セ
ンターu�(632)0999

クレジット・サラ金電話相談
u毎週月～金曜日u18～20時u福岡
県司法書士会u�(722)4131

心配ごと相談
u毎週水曜日u10～15時u春日市社
会福祉センター4階u�(581)7225

不安・悩み電話相談
u24時間いつでも可u福岡いのちの
電話u�(741)4343

不動産相談
u毎月第1・3木曜日u13～16時u県
民相談室(県庁内)u電話予約が必要u
�(651)1234

住宅相談
u月～金曜日u10～17時u住宅情報
プラザ福岡（県建築住宅センター内）
u�(725)0876

このコーナーの詳しいことは、各窓口に、お尋ねください。

子どもに関する相談

人権についての相談

女性のための相談

高齢者のための相談

痴ほう相談

障害者のための相談

消費生活相談

悩みの相談

土地・建物の相談

市無料法律相談(月１回)
u6月19日(水)･7月17日(水)u受付８
時50分u定員15人(9時に抽選を行い
ます)u市役所2階市民相談室u�
(584)1111

商工会無料法律相談
u7月3日(水)･8月7日(水)u受付13～
15時u先着6人u春日市商工会�
(581)1407

県無料法律相談
u毎週金曜日u13～16時u電話予約
が必要(先着6人)u県民相談室(県庁
内)u�(651)1234

有料法律相談
u月～金曜日10～19時u土･日･祝日
10～13時u1人30分程度で料金は
5,250円u電話予約が必要u天神弁護
士センターu�(741)3208

県交通事故相談
u月～金曜日u9～17時u県交通事故
相談所(県庁内)u�(622)0403

県巡回交通事故相談
u毎月第2火曜日u受付10～15時u
市役所２階市民相談室u�(584)1111

交通事故被害者電話相談
u月～金曜日u9時30分～16時（12
時30分～13時は休み）u交通事故被
害者サポートセンター�(741)2270

犯罪被害者の電話相談
u毎週火曜日u16～19時u天神弁護
士センターu�(738)8363

法律相談

交通事故相談

犯罪被害の相談

Ｋ
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小学生とお年寄りが一緒に、１年間、習字を学ぶ教室
が、５月11日、大和町公民館で始まりました。
生涯教育事業として同公民館が主催するもので、指導

は、同地区に住む藤岡
ふじおか

裕人
ひ ろ と

さん（7日本習字教育財団支
部長）がボランティアで引き受けてくれました。
この日は、お年寄りを含めて16人が参加。一人ずつ手

を取ってやさしく指導する藤岡さんに、子どもたちは、
足のしびれをこらえながら、一生懸命練習に励んでいま
した。
子どもたちが、慣れない正座で日本文化に取り組み、

また、同時に地域の人たちとの交流も深まることは、と
ても素晴らしい試みだと私の目に映りました。

（広報レポーター　姚
よう

暁　
しようさん

）

△手を取り、優しくときに厳しく指導する藤岡さん

春日市は今年で市制30周年を迎えます。その30周年を記
念する行事を市民の手で作り上げようと、５月18日、市役
所会議室で実行委員会の結成式が催されました。
この日は市民26人が参加し、ワークショップ形式で｢市民
だからできること｣をテーマにさまざまな意見を出し合いま
した。中でも、市民が出会い、ふれあえる企画を実現しよ
うという意見がたいへん多く出され、記念事業はにぎやか
なものになりそうです。
参加者は｢たいへん楽しかった。11月の本番に向けて、こ
の会の雰囲気を大事にして心に残る記念事業を実現したい｣
と意欲的に話していました。

奴国の丘歴史資料館では、現在｢発掘調査速報展｣が開
催されています。
会場には、昨年発掘された宮

みや

の下
した

遺跡から出土したか
め棺墓

か ん ぼ

や石棺墓
せ っ か ん ぼ

、装飾品であるガラス玉や管玉などが展
示されています。また、これが国内初公開となる中国で
作られたとされる鏡もあります。
開場から１か月で1,740人もの人が訪れたそうで、関

心の高さが伺われます。みなさんもぜひ足を運んでみま
せんか。
発掘調査速報展
期間 ９月１日aまで
場所 奴国の丘歴史資料館特別展示室(岡本３―57)

開校４年目を迎えた日の出小学校で、５月26日、運動
会が行われました。
日の出小学校は、地区の運動会を兼ねて行っているた

め、地区対抗の点数を競う種目も数多くあります。児童
たちも地域の人たちと共に、リレーやダンス、応援合戦
などの競技に懸命に取り組み、大きな声援を受けていま
した。

△活発な意見交換が行われました
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